
開催
案内

プログラム

新宿住友ビル47F  新宿住友スカイルーム
新宿区西新宿
「新宿住友ビル三角広場」隣接

会 場

参加費：無料
参加対象者：SIC主催各種研修講座参加者、SIC会員
申込要領：SICイベント参加登録ページ

より、記載の案内に沿ってお願いします。

一般社団法人 システムイノベーションセンター（SIC） 人財育成協議会

システム人交流会
～デジタルからシステムへ～

　このたび、SIC設立（2019年1月）当初から継
続して実施してきました人財育成協議会主催の各
種研修講座の参加者及びSIC会員企業の皆様方を
対象として「システム人交流会」を開催します。
　「システム人」とは、SICが主催する各種研修講
座に参加された方の総称です。縦割り社会の中で
横串を刺し、真の「システム化」を実現する仲間
として定義しています。
　システム化の活動は、「システム思考」、「システ
ム構築」、「システム運用」から構成されますが、
これらを意識して、システムイノベーションによ
る「新しい山に登る」ためには多くの方々の志
を一つにする必要があります。そのためにはシス
テム化の活動に対するモチベーションアップ、参
加者同士の人的チャネルの構築などはもとより大
切な要素でありますが、人間同士のコミュニケー
ション力が求められます。
　コロナ感染が危惧される状況ではありますが、
対面のイベントの重要性を再認識し開催すること
にしました。
　会場は十分な広さがあります。スピーカには肩
の凝らない内容をお願いしています、システム人
相互の交流あるいはシステム人とSIC会員との交
流の機会としてご参加ください。

主 催

参加要項と申し込み方法

https://sysic.org/

2022年8月5日（金）13：00～18：30開催日時

https://sysic-org.sakura.ne.jp/SICregistration.html
https://office-b.sumitomo-rd.co.jp/sankakuhiroba/

［主催者挨拶］ SIC代表理事・センター長　浦川  伸一
（損害保険ジャパン株式会社 取締役専務執行役員）

［開催趣旨説明］ SIC理事・副センター長　木村  英紀
（東京大学・大阪大学名誉教授）

オープニング 13：00～13：3０

「日本経済の歴史と金融恐慌」
名古屋市立大学大学院経済学研究科教授　横山  和輝 氏

セッションⅠ キーノート講演①　13：30～14：30

「NHA（Non-Human Agent）の視点で考える」
東京大学生産技術研究所 特任教授　豊田  啓介 氏

キーノート講演②　14：40～15：40

システム人称号授与式およびパネル討論会

セッションⅡ システム人称号授与式　16：00～17：00

親睦会（軽食と飲み物を提供します）

セッションⅢ システム人との交流　17：00～18：30

クロージング 18：30



2022.07

キーノート講演の概要と講師プロフィール

講演概要　この講演では金融恐慌を現代経済への教訓を引き出すヒントをお示しします。
題材としてフォーカスするのは金融恐慌です。金融恐慌は、1927年（昭和２）年春、全国各
地の銀行が取り付けに直面した一連の混乱のことを指します。預金者が何故パニックに陥っ
たのか、どのような銀行が取り付けに直面したのかを掘り下げます。掘り下げるなかで、明
治・大正時代の日本各地の産業発展が、徳川時代以来の伝統的な仕組みのなかで育まれた
こと、さらにそうした枠組みの限界が金融恐慌で露呈したことを学ぶことができます。この
学びを通じて現代の様々な問題を乗り越えるための姿勢を見出して頂ければ幸いです。

1971年静岡県生まれ。1999年一橋大学大学院経済学研究科博士後期課程単位
取得退学。2006年博士（経済学、）一橋大学。2003年より名古屋市立大学大学院
経済学研究科講師を経て2022年より現職。専門は経済史・金融論。
主著：『マーケット進化論』（日本評論社、2016年）、『日本史で学ぶ経済学』（東
洋経済新報社、2018年）、『日本金融百年史』（ちくま新書、2021年）。

一般社団法人  システムイノベーションセンター（略称：SIC）
所在地：〒160-0023 東京都新宿区西新宿6-12-7 ストーク新宿1F B-19号
電話・FAX：03-5381-3567　E-mail：office@sysic.org　ホームページ：https://sysic.org/

 問合せ先・SIC事務局

講師　横山  和輝 氏
（名古屋市立大学大学院経済学研究科教授）

講師プロフィール

1972年生まれ。東京大学工学部建築学科卒業。安藤忠雄建築事務所を経て、コロ
ンビア大学建築学部修士課程修了。SHoPArchitects（2002‒06）を経て、2007
年より東京と台北をベースに建築デザイン事務所noizを共同主催。コンピュー
テーショナルデザインを積極的に取り入れた設計・製作・研究・コンサルティン
グなどの活動を、建築からプロダクト、都市、ファッションなど、多分野横断型で
展開している。2020年よりコモングラウンド・リビングラボのアドバイザーと
建築情報学会の副会長に就任。2020年より東京大学生産技術研究所客員教授、
2021年より同特任教授。

講師プロフィール

「日本経済の歴史と金融恐慌」1

講演概要　社会のデジタル化が進み、日常のあらゆる場面でデジタル化の恩恵を受けるこ
とがデフォルトになってきている。その中で、単純にリアルとバーチャル、物理世界とデジ
タル世界を二項対立のように分けて考える姿勢がもはや機能しないように、我々の日常生
活の中での「行為者」もしくは「受益者」が常にヒト（Human）であるという前提もまた、
積極的に考え直す必要が生じている。今、あえてNHA（Non-Human Agent）の視点を導
入することで、いかに社会の価値の増幅や選択肢の拡張が可能になるか、社会の状況分析と
実践を通して解説する。

講師　豊田  啓介 氏
（東京大学生産技術研究所 特任教授）

「NHA（Non-Human Agent）の視点で考える」2


